別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医務費

	事業名: 岐阜県医学生修学資金貸付金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　健康福祉部 医療整備課 医師確保担当　電話番号：058-272-1111（内2529）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：216,435千円（前年度予算額：171,840千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　岐阜大学医学部地域枠入学者、岐阜大学医学部在学の者及び県内高校出身で他県の大学医学部に在籍する者に対する修学資金の貸し付けを行う。
　卒業後に一定期間の県内勤務を行った場合は、その返還を免除する。

· 貸付内容

（1） 新規貸付

①第１種修学資金（25名）

・対象者　岐阜大学医学部地域枠入学者

・貸与額　入学金282,000円、授業料535,800円／年、月額100,000円

　　　　年間貸与額2,017,800円（２年目以降1,735,800円）

②第２種修学資金（10名）

・対象者　岐阜大学医学部在学の者及び県内高校出身者で他県の大学医学部に在
　　　　　籍する者

・貸与額　月額100,000円

　　　　　年間貸与額1,200,000円（２年目以降同額）

（2） 継続分

①第１種修学資金（50名）

・貸与額　年間貸与額1,735,800円

②第２種修学資金（56名）

・貸与額　年間貸与額1,200,000円

○　返還免除条件

 (１)　第１種
　　　・２年間の臨床研修に引き続き奨学金貸与期間の1.5倍の義務年限を県内医療機

関に勤務し、うち1/2の期間は知事が指定する医療機関で勤務
 (２)　第２種

　　　 ・２年間の臨床研修に引き続き奨学金貸与期間と同期間の義務年限を県内医療機

関に勤務し、うち1/2の期間は知事が指定する医療機関で勤務
	２　所要経費


（1） 新規（62,445千円）
1 第１種修学資金　50,445千円
2 第２種修学資金　12,000千円
（2） 継続（153,990千円）
1 第１種修学資金　86,790千円
2 第２種修学資金　67,200千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
２ 地域医療の体制と医師・看護職員を確保する

・岐阜大学医学部の定員増と医学生奨学金等により、県内の地域医療に従事する医師を増やす。
	２　これまでの取組状況


地域医療に貢献する意思のある医学生に対し、卒業後一定期間を県内医療機関に従事することを条件とした修学資金の貸付を行った。（H22:35名）

平成２０年度の制度スタートより順調に貸付人数が増加しており、中長期的な医師確保対策に着手できた。
	３　これまでの取組に対する評価


修学資金について多数の申し込みをいただくなど中長期的な医師確保対策を始めることができた。なお、平成２１年度の臨床研修マッチ者数※が前年度９３人より９人増加するなど、医師数・臨床研修医数とも増加傾向ではあるが、全国平均以下レベルである。引き続き修学資金について、貸付増を目指し実施していく。
※新医師臨床研修者の希望と研修プログラム(研修病院)との募集が研修医マッチング(組み合

わせ決定)した数
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	171,840
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	171,840

	要求額
	216,435
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	216,435

	決定額
	216,435
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	216,435
































